
令和2年9月1日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全学級が家庭学習が充実したと回答した。

３：８０％以上の学級が回答した。

２：６０％以上の学級が回答した。

１：６０％未満であった。

Ｄ 1

・コロナ禍の中、先生たちも努力していると思います。児
童たちもついてきていると思います。
・本年はコロナ禍での学校運営に対し、教職員の皆様方
の御苦労に感謝いたします。
・タブレット個人配布により、これからの授業の形態も変
わっていくと思う。
・教員のパソコンの効果的な指導を希望します。
・コミュニケーション能力や情報活用能力は向上している
ように思いますが、自分自身で書いた文章で人に伝える
能力が不足しているため、考え方が通じないこともあると
思います。保護者のアンケート結果でも、読み書き計算
能力の評価にも40％の達成感しか現れない原因ではな
いでしょうか。
・全項目で言えることは、コロナ禍の中、教職員の方々
の仕事の量の多さにおどろかされます。子どもたちのた
めに工夫・努力といいったことに感謝いたします。
・コロナウイルスの影響により、対面で話すことができ
ず、コミュニケーションをとることが難しかったと思いま
す。今後もコミュニケーションの取り方が課題となると
思っています。

2

Ｃ 0

2

≪児童アンケート≫
　　　　　回答者数：394名

・友達と考えを伝え合う活動は、
感染症対策のため回数や時間を
減らして取り組んできた。個人用
パーテーションを活用するなどに
して、少しずつ二人組や少人数の
話し合い活動も効果的に取り入れ
ていくようにする。

・ICTサポート―と連携して、授業
でのタブレットパソコンの活用を進
め、「まなびポケット」を使ったドリ
ル学習など身に付けさせている。
タブレットパソコンで撮影した動画
を使って学習の様子を見合うな
ど、ICT機器の活用方法が広がっ
てきている。

Ａ 6

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：
80％i
以上

Ｂ

3
１：
70％
未満

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

児童アンケートで「す
すんで友達と考えを
伝え合っている」の
設問に対して「よくで
きている」「できてい
る」と回答した児童の
割合

４：
90％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。 3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

3

3

3

・小中一貫教育志茂田中学校区
では「みらいのわたし」をキーワー
ドに望ましい生活習慣の確立を
図っている。今後も月目標と関連
付けて児童に紹介するなどして、
さらなる意識化を図っていく。

・道徳科の授業では、毎時間のね
らいに迫るための導入や発問、板
書の工夫等が見られる。今後は、
担任間で互いの授業を見合うなど
して、効果的な手立てについて研
修を深められるようにしていく。

・感染症対策を講じながらチーム
集会（たてわり班活動）による異
学年交流をもち、思いやりの気持
ちや協力する態度を育んだ。

3

3

4

・今年度は、通常の学校公開は行
わず、学年ごとに学習発表会の日
時を設定して日頃の学習の成果
を発表した。次年度は、感染症対
策を講じながら、に日常の学習の
様子を保護者や地域に公開でき
るよう工夫していく。

・校内特別支援委員会を毎月1回
持ち、児童の学習や生活の様子
をもとに、一人一人に合った支援
の在り方を話し合い、効果を上げ
てきた。今後も巡回心理士やス
クールサポーター、サポートルー
ム担任など専門のスタッフと連携
しながら児童理解をさらに進めて
いく。

３：
80％
以上

２：
70％
以上

１：
70％
未満

2

3

3

１：
70％
未満

・コロナ禍で児童の気持ちも一変したが、学校がいろい
ろとフォローしていると思う。
・小中学生の自殺が増えている現在において、「友達が
大切だと思う」が、90％以上あり、大変良い結果であると
思う。この気持ちがあれば、”いじめ”等がもっともっと
減ってくれることを望む。
・いろいろと制約のある中、学校のみなさんは大変だっ
たでしょう。ありがとうございます。
・児童が自分の意見をはっきり言えるような指導を希望
します。
・お互いに心を開いた学校生活を送っていると感じます。
学校から出て地域での出会いにも、地域に住む人として
お互いに協力して頑張ろうという意識が伝わってきま
す。
・対人で話すことが難しい中で、１年生は特に友人関係
を築きにくかったと思います。私たちの方でも豊かな心を
育むように支援していきます。

・目標に向かって頑張っていると思う。
・家族の絆が深まって、家族間でよく話し合いができてよ
かった。
・春先に運動会ができませんでしたが、秋に運動会が実
施でき、保護者と児童と教職員との居場所が１つになれ
たことは、大変良かったと思います。心と体を動かし、満
足感を一人一人が感じとることができたと思います。
・コロナ禍の中、運動が難しいですが、校庭で楽しそうに
遊んでいる姿を見てホッとしています。

・当校はいろいろな面で恵まれていて、先生も努力して
いる。
・みなさまの努力は相当なものだと思います。
・40％程の人が整っていると断言していないとも思われ
る何かが不足していると感じます。その不足部分を解明
していただき、前進を願います。
・コロナ禍の中、環境を整えるのは大変です。職員の
方々の苦労が目に浮かびます。どうか協力して乗り越え
ていきましょう。

3

・生活様式が変化する中、先生も児童も頑張っていると
思う。
・学校に２カ月間も登校できず、改めて学校のすばらしさ
を実感できたと思う。
・児童にとって教育格差のないような指導を希望します。
・40％程しか達成感を感じていないのは誠に残念ではあ
りますが、来年度に向けての良いステップだと思います。
・子どもにとってのタブレットは楽しいものだと思います。
タブレットに触れることで学習意欲がわくことだと思われ
ます。大人の方がタブレットを扱うことのほうが大変かと
は思います。
・授業数やお友達と合同で勉強する機会が少なく、ポイ
ントが減少してしまったと思いますが、タブレットの活用
で変化するのが楽しみです。

・4，5，6年生は、大田区学習効果
測定の結果つ基づいて、自分の
学習の定着状況や課題を知り、
学習カルテを作成している。今後
は学習の取り組み方に活かして
いけるよう学習カウンセリングを
充実させていく。

・今年度は授業時数が標準を下
回る中、学校で重点的に扱う内容
を見極め、各教科等の年間指導
計画を再編成した。その結果学年
の学習内容を年度内に終える見
通しをもつことができた。丁寧に繰
り返し練習する必要がある内容に
ついては、次年度の学習の中でも
取り組み、児童に自信を付けさせ
ていく。

8
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2

3

3

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

3

3

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ
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１：
70％
未満

2

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

宿題や家庭学習の手引きを活用し、家庭
の協力を得ながら、児童の家庭学習を充
実させる。

3

4

２：
70％
以上

１：
70％
未満

0

1

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

3

３：
80％
以上

　今年度はすべての項目について、「D：評価不能」とさせていただきました。コロナ禍ということもあり、今年度は一
度も学校に足を運ぶことができませんでした。また、PTAの方々とお話をする機会もありませんでしたので、評価が
できる状況ではないことをご理解ください。この学校関係者による評価ですが、今後は中止してほしいと思っていま
す。そもそも学校の情報を少ししか入手できない我々に評価をさせること自体に無理がある上、間違った評価をす
る恐れもあります。「学校の評価をするのは保護者のみ」に限定してくださるようお願いいたします。教育委員会にも
そのようにお伝えください。
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○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・臨時休業中の学習課題や学校
再開時の分散登校のタイムテー
ブルなどを学校ホームページや
メール連絡網を活用して保護者に
知らせた。児童一人1台のタブレッ
トパソコンの環境も整うことから、
ICTを活用した情報伝達をさらに
活用していく。

・今年度は、戦争体験のお話など
お年寄りとの交流はできなかった
が、伝統文化体験など地域の教
育力を生かした学習活動を可能
な限り取り入れた。スクールサ
ポートにしろくの機能を生かしな
がら、次年度も学校・家庭・地域で
協力して教育活動を豊かに展開
していく。

・学校・PTA・地域が一体となり、積極的に取り組んでい
る。
・西六通信によるお知らせにより、学校の行事等、色々
理解できます。
・地域の我々を特に防犯等において、PTAの皆様に協力
できることがあれば、積極的にお手伝いさせていただき
ますので、お声がけください。
・接触をなるべく避ける状況で、協力がなかなかできなく
て、心苦しく思っております。
・地域としても、早く子どもを交えた活動ができることを
願っております。
・「スクールサポートにしろく」では、打ち合わせが不足し
ていることもあり、満足されていない方々も多かったこと
を感じます。コロナ禍から一歩ずつ乗り換えて、と思って
おります。
・この１年はなかなか関わることができずにいるのが心
苦しいです。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

保護者アンケートで
「PTA活動やスクー
ルサポートにしろくな
ど、学校・家庭・地域
が相互に連携し、子
どもの育ちを支えて
いる」の設問に「よく
あてはまる」「あては
まる」と回答した保護
者の割合

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

４：
90％
以上

学校関係者記入欄

7

1
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大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

・児童一人ひとりの学ぶ意欲を高め、確かな学力を定着させるために学習規律を整えるとともに、ICTを活用するなどわかりやすい授業の実現をめざし、学校全体で日常的な授業改善に力を入れています。
・「スクールサポートにしろく」と連携し、学校のニーズに合わせた授業補助や環境整備を行い、充実した教育活動を展開しています。
・西六郷小学校少年合唱団の発足の地であり、現在も西六郷小学校合唱部と西六郷少年少女合唱団として活動を続け、歌声の響く学校として地域からも愛されています。
・校内研究を通して、運動の楽しさを味わう体育学習について研修を深め、児童の体力を向上を図ります。

児童アンケートで「ア
ドバイスをしたり励ま
したりしてくれる友達
がいる」の設問に対
して「よくあてはまる」
「あてはまる」に回答
した児童の割合

目標に対する成果指標

２：
70％
以上

４：
90％
以上

1

2

0

Ｂ

３：
80％
以上

２：
70％
以上

４：
90％
以上

１：
70％
未満

B

≪保護者アンケート≫
　　　　　　回答者数：209名

・「早寝・早起き・朝ごはん」月間で
は、保健だよりと関連付けて健康
の保持増進の大切さを呼びかけ、
意識を高めることができた。児童
と保護者がいっしょに取り組むこと
で、多くの児童に望ましい生活習
慣が育まれていることが分かっ
た。

・持久走やなわとびについて記録
カードをつくったり動画で例示した
りすることで、運動に対する関心
を高め、友達と一緒に体を動かす
楽しさを味わわせることができた。

1

8

0

0

1

8

0

1

児童アンケートで「勉
強することは楽しい」
の設問に対して「とて
も楽しい」「楽しい」と
回答した児童の割合

2

Ｃ

Ｄ

４：
90％
以上

３：
80％i
以上

２：
70％
以上

6

0

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：
90％
以上

Ｄ

３：
80％
以上

保護者アンケートで
「学校は、教室や校
舎内外の環境を整備
するなどの、子ども
の安全確保のための
取組を行っている」の
設問に「よく行ってい
る」「行っている」と回
答した保護者の割合

保護者アンケートで
「学校は健康なから
だと体力向上に向け
ての取組を行ってい
る」の設問に対して
「よく行っている」
「行っている」と回答
した保護者の割合

Ａ

２：
70％
以上


